
幼小中の先生たちから〇×クイズの挑戦状。 

中学からの問題は授業日数の事で、いきなり

難易度高め。もうここは勘でいくしかない！ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長室だより 
柏原市立堅上小学校 

第３号 

令和８年５月２8日 

◆幼小中合同遠足◆   イチゴ組の3歳児さんから9年生まで幅広い年齢の子どもたちがともに集いました。 

12 年の成長を感じます。当日は、堅上中をめいっぱい使う雨バージョンでした。午前中は児童会が司会で自己紹介な

どアイスブレイク。そのあと先生たちが考えたミッションを色別班でクリアしながら校舎を探検しました。午後は中学生

が考えたゲームをして、おお笑いでした。 楽しい時間を作るには協力が大事。自分のことだけではなく、それぞれが、

それぞれの場所で、誰かのために自分にできることをした 1日となりました。 

５月（皐月 さつき） 

Ｍａｙ メイ 

↑午後は中学生がゲームを担当して

くれました。伝言ゲームでは、小さい

子が途中に入るのでいっそう楽しくな

りました。みんな真剣なのに少しずつ

ポーズが変わり、最後に答える中学

生が「えっ？・・・・えっ？・・・・・・・・・・・も

う一回やって」 それでも分からず、

でも何とか答えようとしぼりだしてい

ました。 さすが！  

だるまさんがころんだの進化系。

だるまさんのいちにち。 ↓ 

ニャー ！ ↓ 

 

 

ミッションクリアに向けて

Let’s go!  

↑かたかみくんに色をぬって記念撮影。各班の個性が出ていました。 

   「そ～こがぬけたらかえりましょ」でうまくくぐりぬけられるかな。↑ 

↓「夢」のオブジェから顔をのぞかせてポージング。 

    宝さがしやシール集めなど、すべてのミッションが終われば、 

体育館で一発逆転くじびきです。自分の団の色が出た子はもう一本。 

めったに出ない金色を引いた子は称賛のあらしでした。  ↓ 

。 

色別団で自己紹介。このあと団ごとに

ゲームで盛り上がりました。  


